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議題

１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過と
令和５年度の主な取組（報告）

(1) 「ほっかいどう恐竜・化石カレンダーの配布」

(2) 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展」の開催について

(3) オリジナルフレーム切手の制作状況について

２ 令和６年度の取組（案）について
(1) 北海道の恐竜・化石カレンダーの配布、小林先生プレミアム授業の開催

(2) 「恐竜・化石大陸ほっかいどう」プロモーションの実施について

(3) AOAO SAPPOROのイベントについて

(4) 恐竜・化石大陸ほっかいどうの情報発信について

３ 各博物館・団体等からの話題・情報提供について 2



１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過

本道における恐竜・化石を活用した地域づくりを推進
するため、適切な保管・管理のもと、多様な関係者の
連携による持続可能な取組を展開していきます。

(1)恐竜・化石情報の共有・発信
教育・生涯学習、観光・文化振興、研究など多様な価値を持った地域資源である

恐竜・化石について、道内各地域が連携・協働し、その魅力を発信していきます。

(2)広域的に連携した取組の推進
全道各地で発掘・展示されている恐竜・化石について、各地域が地域資源として

潜在的な価値を磨き上げ、それぞれの地域や資源が有機的につながる取組を官民
連携して推進します。

取組方針（抜粋）
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１ 恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性及び経過

H30.1 「北海道恐竜・化石ネットワーク研究会」設置

H30.8 「恐竜・化石を活かした地域づくりの方向性」策定

R2. 2      「ほっかいどう恐竜・化石カード」の制作

R2.12     「恐竜・化石大陸 北海道」PR動画の制作・発信

R3. 3    「ほっかいどう恐竜・化石マップ」の制作（クラウドファンディング）

R3. 3      「ほっかいどう恐竜・化石カード」配付キャンペーン実施

R3. 8 ネットワーク研究会の参加市町拡大（５市町→12市町）

R3.7-8 「みんなで創ろう!ほっかいどう恐竜・化石大図鑑!!」の実施

R4. 1 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展」の開催

R4.7-8 「みんなおいでよ!恐竜・化石化石カード・マップ」の配布

R4.10 「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展2022オータム」の開催

これまでの経過（H29~R4年度)

4



１ 令和５年度の主な取組(報告)

◎実施期間
R5.7.17～8.20 9市町村（夏休み期間に実施）

別期間でむかわ町実施

◎内容
●令和４年度に北海道草創期から現代までの１億年を１

年に換算し、北海道の成り立ちとともに恐竜などの古生物

や関係市町村の観光情報などを紹介し、各展示施設へ

の訪問を促進することを目的にカレンダーを作成

◎結果
●10市町村でカレンダー1,971部を配付

「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付
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展示施設名 配付方法 配付時期 配付数

むかわ町 アンケート 12/25～ 300

中川町 クイズ 7/17～ 200

小平町 クイズ 7/17～ 45

足寄町 アンケート 7/17～ 200

沼田町 クイズ 7/17～ 400

札幌市 クイズ 7/25～ 270

八雲町 アンケート 7/17～ 177

枝幸町 クイズ 7/17～ 179

浦幌町 アンケート 7/17～ 200

別海町 クイズ 7/17～ 0

配布合計数 1971

１ 令和５年度の主な取組(報告)
「ほっかいどう恐竜・化石カレンダー」の配付
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１ 令和５年度の主な取組(報告)

◎日時・場所
R6.2.3(土)～4(日) @イオンレイクタウンmori 木の広場

◎内容
①体験ブース ●AR恐竜撮影体験（むかわ町）

●ミニ発掘体験（足寄町・むかわ町）持ち帰り可能
②展示ブース ●カムイサウルス全身骨格レプリカ（むかわ町）

●アショロア骨格レプリカ（足寄町）
●ヌマタネズミイルカ骨格レプリカ（沼田町）
●パネル・ポスター展示（札幌市・足寄町・八雲町）

③講演会 ●小林教授による講演、サイン・写真撮影会
④物販ブース ●恐竜グッズ等の物販（沼田町・むかわ町）

◎来場者数
●イベント全体で4,476名程度（2日間合計の延べ人数）

●AR体験:155件、ミニ発掘体験:432名、講演会:391名（椅子席160名、立見231名）

「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう2024」の開催
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１ 令和５年度の主な取組(報告)

◎意見及び改善点
参加市町村より ●発掘体験の集客が予想以上で両町同時ではなく、時間や日替わりで

分けることも検討
●講演会終了後の発掘体験再開時、発掘体験スペースの移動で展示

が見られない状態になり、待っている人が多く、会場の配置や誘導の
仕方には検討が必要

●SNSなどで早めの周知
●水の広場など、より人流が多い会場のほうがもっと来場者が見込めるの

では。ただし、会場としては、これ以上増えても対応に不安
●会場が狭いため、展示はカムイサウルス１体で十分と感じた。
●パネル展示は、設置方法や説明の工夫が必要
●骨格を少なくし、販売を拡充したほうが満足してもらえたのではないか

という印象。販売は要員なしでも参加できる可能性があり、関係市町
村のものを預かって売る仕組みの検討

「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう2024」の開催
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１ 令和５年度の主な取組(報告)

◎アンケート結果
●別添参考資料のとおり（257名回答）

●改善意見について

・発掘体験の整理券の配布が13時とHPに記載していたが、午前中で終了しており、時間の記載は

しっかりしてほしい。

・整理券の配布の際は複数の入り口から大勢が殺到して危険であった。

・発掘体験について、体験できる人数を増やしてほしい。

・イベントがある際は、もっとSNS等で周知してほしい。

●良かった意見について

・憧れの小林教授のお話が聞け、かつ、貴重な資料を拝見でき、興味が深まった。

・北海道に行く際にはぜひ恐竜関連施設に行きたい。

・北海道には中々行けないことから、北海道・恐竜を知れるイベントはありがたい。

・サイン会が記念になった。化石も身近にないことから、お土産になる。

「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう2024」の開催
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１ 令和５年度の主な取組（報告）

イベント全景 小林教授サイン会

物販ブース 体験ブース

「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう2024」の開催

小林教授講演会

展示ブース
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１ 令和５年度の主な取組(報告)

◎概要
●右図のデザインについては、日本郵便㈱の専門

業者が作成
●販売価格は、１シート1,330円
（84円切手×10枚）

●販売期間は、各施設の任意で設定

オリジナルフレーム切手の制作
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販売場所 販売方法

展示施設の近隣郵便局17箇所
（札幌中央郵便局、沼田郵便局、釧路
中央郵便局、帯広郵便局など）

ネット販売
窓口販売

足寄町動物化石館 施設販売

オホーツクミュージアムえさし 施設販売

むかわ町（株式会社MDino） イベント販売



２ 令和６年度の取組（案）

◎概要
昨年度実施した恐竜・化石カレンダーの配布に加え、小林先生プレミアム授業を開催

することで、各展示施設に訪問するきっかけの創出を図る。

◎期間
令和６年(2024年)  ７月から８月まで
→ 講演会は１１月開催を想定

◎企画案

◎「映画クレヨンしんちゃん オラたちの恐竜日記」とコラボキャンペーンについて（未定）
TOHOマーケティング(株)様からコラボの提案があり、内容について調整中。
カレンダー・応募券の配布時期に間に合えば、オリジナルポスターの掲示を各施設、小学校、中学校で周
知、各施設でステッカーの配布等を併用して事業を展開できる可能性がある。
更に、TOHO様からクレヨンしんちゃんの着ぐるみを活用した展示施設への誘客（費用負担が発生）に
ついても提案あり。

「北海道恐竜・化石カレンダー」の配布＋「小林先生プレミアム授業」の開催

展示施設でクイズＯＲアン
ケート。カレンダーと小林先
生プレミアム授業応募券を
Get!
※クイズ等の対応が難しけれ
ば、応募券の配布のみでも可

各施設の応募券には当選
枠が３つ（１枠２名ま
で）とし、たくさん巡る
と当選確率アップ!

当選者発表!!
北海道HPで公表予定

小林先生プレミアム授業
を開催。（場所は北大等
の札幌市内もしくは希望
する展示施設など想定）
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２ 令和６年度の取組(案)
「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展」の開催及び「2024北海道フェア」の出展

イオンレイクタウン
13

①「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展」

●期間:令和７年１月下旬～２月上旬予定 ●場所:イオンレイクタウン（埼玉県越谷市）予定

●内容:① 化石・骨格レプリカ、パネル・ポスター等の展示 ② AR体験や発掘体験などの体験ブースの設置

③ 小林先生のステージイベント 等

●検討事項:①参加市町を増やす方策 ②各市町のPR動画の放映 ③展示物の提供

④委託販売等物販の検討 ⑤レイアウトの検討 ⑥発掘体験の実施方法の検討

⑦来場者の誘導手法

②「2024北海道フェア」（北海道物産展）※令和6年4月イオン北海道から提案あり

●期間:令和６年７月２～７日予定

●場所:イオンレイクタウン（埼玉県越谷市）予定

●提案内容: 恐竜、アイヌのPRブース、体験ブースの設置

※詳細内容については確認中



２ 令和６年度の主な取組(案)

◎概要
AOAO SAPPORO（札幌市狸小路にある都市型水族館）で恐竜・化石の展示等のイベント実施の

予定があり、本研究会でイベント等連携の打診（3/26 むかわ町より各市町に相談したメールの件）

※詳細内容については、決定していないため、別途お知らせします。

◎昨年度の開催内容
①展示ブース ●カムイサウルス全身骨格レプリカ（その他1/5レプリカなど）

②体験ブース ●化石クリーニング体験

③トークイベント ●発掘秘話とカムイサウルスのワンダー

④その他 ●発掘!化石クッキーの販売

展示ブース 展示ブース トークイベント 化石クリーニング体験

AOAO SAPPOROのイベントについて
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２ 令和６年度の取組（案）

◎概要
情報発信を強化するため、地域資源活用担当のX（Twitter）を開設。
下記に関するイベント情報など、北海道各地の魅力を発信していく。

●恐竜・化石大陸ほっかいどう
●その他、北海道のジオパーク、日本遺産、北海道遺産 など

➡盛り上げていくため、是非、フォローをお願いいたします。
URL:https://twitter.com/use_resource

「恐竜・化石大陸ほっかいどう」の情報発信

＜参考＞
「みんなおいでよ!恐竜・化石大陸ほっかいどう展2024」来場者アンケート

◯イベントを何で知りましたか。
➡SNSを見て来場された方が、

52.5%と圧倒的に多い。
（n=257,複数回答可）
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